
 

 

 

 

 

2023年度 日本大学 ２期 
【 講 評 】 

 

ⅠからⅢは文法、語彙、イディオムの４択問題。レベルは易。全問正解が望まれる。Ⅳは「飛行機を利用した

旅の健康リスク」に関する文章の空所補充選択問題。レベルは易。文章問題であるが、空所を含む文の意味や構

造を把握すれば、全体を読まなくても正解を導くことは可能。Ⅴは「子どものやる気を引き出す方法」に関する

読解問題。レベルは易。Ⅴの各設問の配点は高いと予想されるので取りこぼしのないようにしたい。Ⅵは会話文

問題。レベルは易。Ⅶ、Ⅷは整序英作文。レベルは易。Ⅷは文章からの出題だが、該当の文の意味と構造を把握

できれば全体を読む必要はない。 

全体的に非常に易しいレベル設定になっているため、合格のためには限りなく満点に近い得点を目指すべきだ

ろう。 

 

【 解 答 ・ 解 説 】 

 

【Ⅰ】 

1  ②  regarding「追加情報に関しては、添付の資料を参照してください」 

・regarding A「Aに関して」 

2  ①  Neither Tony nor I「トニーも私もパーティーには行きません」 

・neither A nor Bを主語に取る場合、述語動詞は Bに一致する。 

3  ③  would rather「次の電車を待つより歩いていきたい」 

・would rather do「…したい」 

4  ③  until「衝動的に買い物をするのをやめるまで、あなたはお金を貯めることはできない」 

・until SV…「…するまで（ずっと）」 

5  ①  in「耐熱性の点で、このグラスは他のグラスより優れている」 

・be superior to…「…より優れている」の superiorと toの間に「…の点で」の意味の inが置かれている。 

6  ④  to getting「彼は道路を横断しているとき、もう少しで車にひかれそうになった」 

・come close to doing「もう少しで…しそうになる」 

 

【Ⅱ】 

7  ② an appointment「次の月曜日の午前 11時にジョンソン先生の予約が取れますか」 

・make an appointment with A「Aと（会う）予約をする」 

8  ① often「大英博物館には、たとえ何度行っても飽きることはない」 

・no matter how often SV…「たとえどれだけ頻繁に…しても、たとえ何度…しても」 

9  ② vary「社会慣習は国ごとに様々である」 

・vary from A to B「Aから Bまで様々である」 

解答速報 英語 



 

 

10 ④ have「彼は自分の子どもたちに好きなようにはさせない」 

・have one’s own way「自分の思い通りにする」 

11 ③  reach「薬を子どもの手と目の届かないところに置いておくのが重要だ」 

・out of one’s reach「…の手の届かない範囲に」 

12 ④ regards「昨日のパーティーでマーティンに会ったよ。君によろしくと言ってた」 

・send one’s regards to A「Aによろしくと伝える」 

 

【Ⅲ】 

13 ② succeed to「女王エリザベス２世は、1952年の父の死去の後に王位を継いだ」 

・succeed to A「Aを引き継ぐ」 

14 ① put off 「今日できることを先延ばししてはだめだ」 

・put off O「Oを延期する」 

15 ④ come by「その時代の切手はなかなか手に入らない」 

・come by O「Oを手に入れる」 

16 ④ in person「私はカウンセラーと電話で何回か話をしたことはあるが、直接彼女に会ったことはない」 

・in person「自分で、じかに」 

17 ③  on end「ウィリアムは何時間も続けてギターの練習をしたので、指先が痛くなった」 

・on end「連続して」 

18 ③ in a row「ジェシーは現在、体操競技で３年連続優勝している」 

・数詞＋名詞＋in a row「…連続で 

 

【Ⅳ】 

19 ③ comfort 

・空所を含む文は「しかし、速く移動するということが必ずしも…に旅をすることにはならない」という意味。

直前の文は「旅は以前よりずっと簡単で速くなった」という意味なので、空所に「快適」の意味の comfortを入

れると文脈に合う。 

20 ① on 

・have …effects on A「Aに…な影響を及ぼす」 

21 ④ prevent 

・空所を含む文は「幸い、それを…する簡単な方法がある」と言う意味。直前の文は「血栓が肺や心臓や脳に入

ると命にかかわる」という意味なので、空所に「防ぐ」の意味の preventを入れると文脈に合う。 

22 ③ flowing 

・じっと座ったままだと血栓のリスクがあるという内容なので、空所に flowing を入れて「長いフライトの間、

血液がよく流れるようにするべき」とすると文脈に合う。 

23 ④ now and then 

・空所に「ときどき」の意味の now and thenを入れると、「ときどき立ち上がって通路を歩くことができる」と

なって文脈に合う。 

 

【Ⅴ】 

24 ②「子どもたちは学校で多くの時間を過ごすにつれ、学習に没頭しなくなると筆者は主張する」 



 

 

・第１段落３文目で、「時が経つにつれ、多くの子どもは学校へ行くことにわくわくしなくなる」とあり、さらに

５文目で、「中学生になるころには、多くの生徒は学校と学習に対する興味をなくす」と述べられている。 

25 ①「生徒のやる気を引き出すために教師が試すかもしれないことの１つは、生徒がどのように行動するかに

応じて扱い方を変えるということだ」 

・第２段落４文目で「ある教師は、生徒のやる気を引き出すことを期待して、良い生徒は褒め、悪い生徒は叱る

という手段に出る」と述べられている。 

26 ④「リチャード・ラヴォア博士は、広告業界の人たちはすでに子どものやる気を引き出す方法を研究してい

ると発見した」 

・第４段落５文目で、「何が子どものやる気を引き出すかについて最もよく知っているのは、子供向けおもちゃ

や音楽などの製品を広告する企業で働く人たちだ」と述べられている。 

27 ④「子どものやる気を引き出す８つの方法を使う上で１つの課題は、子どもがそれぞれ異なるモチベーショ

ンに反応するかもしれないということだ」 

・最終段落１・２文目で「課題は、学習に興味を失った生徒のやる気を引き出す様々な方法を認識することだ。

すべての生徒が同じタイプのモチベーションに反応するとは限らないからだ」と述べられている。 

28 ③「この文章はおそらく学習に興味を失った生徒のやる気を引き出そうと苦労している教師に向けて書かれ

た」 

・第２段落冒頭で「教師たちはそのような状況（＝生徒がやる気をなくす状況）で大きな問題に直面する」と述

べられ、以降でそのためにどうすればよいか述べられている。 

 

【Ⅵ】 

29 ③「マークは課題のためにやった全ての作業を失ってしまったためにいらいらしている」 

・マークの１番目の発言で「すごくいらいらするよ。コンピュータウィルスのせいで期末レポートが全部消えち

ゃったんだ」とある。 

30 ①「マークとエマはインターネットの利用がどれほど危険かについて意見が異なる」 

・エマの２番目の発言「近頃インターネットを使うのはすごくリスクがある」を受け、マークは「それは少し言

いすぎだよ」と発言している。 

31 ①「エマの叔父の経験は、どこにでも犯罪を犯すことのできる人がいることを示しているにすぎないとマー

クは思っている」 

・エマの４番目の発言で叔父の経験を聞き、マークは「人は不誠実であると証明しているだけだ」と発言してい

る。 

32 ③「マークがエマに言ったことの１つは、ますます多くの物がインターネットを上でしか手に入らなくなっ

ているということだ」 

・マークの７番目の発言に「ますます多くの店がオンラインでのみ営業するようになっている」とある。 

33 ②「会話全体を通じて、エマは自分の考えに固執し、しばしばマークに反論している」 

・マークの３番目の発言に対して、エマは「それは違うわ」と否定し、マークの４番目の発言に対して「でも絶

対的な保証はないわ」と反論し、マークの５番目の発言には「でもコンピュータが犯罪をしやすくしているわ」

と、繰り返し反論している。 

 

【Ⅶ】 

34 ② [This book will (provide students with a better understanding of) what they are learning] 



 

 

・provide A with B「ＡにＢを提供する」 

35 ④ [The princess was (not used to others disagreeing with her).] 

・be used to A doing「Ａが…するのに慣れている」 

36 ④ [(Where did you say you and Rob had seen) the creature? ] 

・Did you say ＋ Where had you and Rob seen…? 「どこで…と言いましたか」は yes-noで答える疑問文では

ないため疑問詞 whereが文頭に置かれる。 

37 ⑥ [This (was too difficult a problem for me) to solve. ] 

・too＋形容詞＋a(an)＋名詞 

38 ⑦ [(It never occurred to him that his wife) would run for election.] 

・it occurs to A that SV…「…という考えがＡの頭に浮かぶ」 

39 ③ [I (owe what I am today to my) mentor.] 

・owe A to B「ＡはＢのおかげである」 

 

【Ⅷ】 

40 ⑤ [are not the only way] 

・下線部を含む文は「火山は地球が内部のエネルギーを示す唯一の方法ではない」という意味。 

・thatは wayを先行詞とする関係副詞。in whichに書き換えることができる。 

41 ⑤ [hot underground water flows up from the ground 

・下線部を含む文は「温泉は、熱い地下水が地面から湧き出てくるところで見つかる」と言う意味。 

42 ④ [all of these healing properties have] 

・下線部を含む文は「このような癒しの特性のすべてが科学的に証明されたわけではない」という意味。 

・not all of A…「すべてのＡが…なわけではない」の意味の部分否定が用いられている。 

43 ② [has more than two dozen] 

・下線部を含む文は「ニュージーランドには 24を超える人気の温泉地がある」という意味。 

・more than A「Aより多くの」 

44 ② [going to hot spring for relaxation] 

・下線部を含む文は「日本では、リラクゼーションのために温泉に行くのはすべての国民が執着していることだ」

という意味。 

45 ③ [it can make mountains explode] 

・下線部を含む文は「それは山を爆発させうる」という意味。 

・make O do「Oに…させる 

 

お問い合わせは☎0120-３０２-８７２ 

https://keishu-kai.jp/ 


